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2023年2⽉20⽇作成

コース名
当期

(2023年2⽉)
の分配⾦

前期
(2023年1⽉)

の分配⾦
前期⽐ 設定来

分配⾦（累計）
当期決算⽇の

基準価額

⽶ドルコース
110円 90円 +20円 10,140円 12,427円

（毎⽉分配型）

「東京海上Rogge世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）」
⽶ドルコース（毎⽉分配型） 分配⾦引き上げのお知らせ

「東京海上Rogge世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）」⽶ドルコース（毎⽉分配型）は、2023年2⽉17⽇
の決算時において、基準価額⽔準や市況動向等を勘案し、当期の分配⾦を下記とすることと致しましたので、お知らせい
たします。
なお、他のコースにおける分配⾦に関しては、前決算期からの変更はありません。

※ 上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果を⽰唆・保証するものではありません。

分配⾦はファンドの純資産から⽀払われるため、分配⾦の⼤⼩に応じて分配⾦落ち後の基準価額の下げ幅は変わりますが、分配⾦の⼤⼩に
よるファンドのトータル・リターンへの直接的な影響はありません。

※分配⾦は１万⼝当たり、税引前のものです。基準価額、基準価額（税引前分配⾦再投資）は信託報酬控除後のもので1万⼝当たり
で表⽰しています。

※将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について、保証するものではありません。

設定来の基準価額推移
＜⽶ドルコース（毎⽉分配型）＞

2011年11⽉8⽇（設定⽇）〜2023年2⽉17⽇、⽇次
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上記は、弊社⾒通しおよび過去の実績であり、将来の動向や運⽤成果等を⽰唆･保証するものではありません。

2.今後の⾒通し

ハイブリッド証券については、今後も世界経済や先進主要国の中央銀⾏の動向、ウクライナ情勢などを注視する必要
がありますが、過去の規制強化もあり⾦融機関の多くが健全な財務状況を維持しているとみられること、⾦利上昇により
⾦融機関の貸し出しポートフォリオの利ザヤが改善する可能性があること、これまでの⾦利上昇や社債スプレッドの拡⼤
から、政策⾦利の引き上げや景気減速などが⼀定程度市場に織り込まれたとみられることなどが、ハイブリット証券の下
⽀え要因となると考えます。⽶ドル円は、⽇銀による更なる⾦融政策の修正が円⾼圧⼒となる可能性があるとみられる
⼀⽅で、⽇⽶の⾦利差が⾼⽔準に留まるとみられることが⽶ドルの下⽀え要因になると考えられます。

⽶、ドイツ、英10年国債利回りの推移
2021年12⽉31⽇〜2023年2⽉17⽇、⽇次1.分配⾦引き上げの背景

⾦利（10年国債利回り）については、欧⽶中央銀
⾏が利上げを⾏うなど、⾦融引き締めに動いたことなど
から、2022年初より欧⽶の⾦利（10年国債利回
り）は上昇しました。年後半以降は、FRB（⽶連邦
準備制度理事会）による利上げペース加速に対する
懸念が後退したことなどを受けて低下しましたが、2021
年末の⽔準と⽐べると上昇しました。

ハイブリッド証券については、 ⾦利上昇や今後の景
気後退懸念などを受け、スプレッド（社債と国債の利
回り格差）は 2022年中盤にかけて拡⼤傾向となりま
したが、その後は、FRBによる利上げペース加速に対す
る懸念が後退したことなどを受けて縮⼩ないしは横ばい
で推移しています。

為替（⽶ドル円）については、⽇⽶間の⾦融政策
の違いにより、⽇⽶⾦利差が拡⼤し、2022年3⽉以
降、急速に⽶ドル⾼円安が進⾏しました。2022年10
⽉下旬以降は、⽶国の利上げペース加速に対する懸
念が後退したことや12⽉の⽇銀による⾦融政策修正
を受け、円⾼傾向となりましたが、2021年末の⽔準と
⽐べると依然⽶ドル⾼円安の⽔準にあります。

前記のような市場環境下、当ファンドの⽶ドルコース
（毎⽉分配型）は、主に⽶ドル⾼円安により基準価
額が上昇傾向となったことなどから、⾜もとの市場環境
および基準価額⽔準、ポートフォリオの利回りなどを総
合的に勘案し、今回分配⾦を引き上げることとしました。

＜⽶ドルコース（毎⽉分配型）＞

ハイブリッド証券のスプレッドの推移

出所︓ブルームバーグ

2021年12⽉31⽇〜2023年2⽉17⽇、⽇次
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上記で使⽤した指数については3ページをご覧ください。
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ファンドの特⾊ 詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

1.世界の⾦融機関が発⾏するハイブリッド証券等を主要投資対象とします（「マネープール・ファンド」を除く）
 各コースは、世界の⾦融機関が発⾏するハイブリッド証券等を主要投資対象とする円建ての外国投資信託「東京海上ストラテ

ジック・トラスト－東京海上Rogge グローバル・ハイブリッド・セキュリティーズ・ファンド」（以下「外国投資信託」といいます。）と、
円建ての国内籍の投資信託である「東京海上マネーマザーファンド」を投資対象とするファンド・オブ・ファンズ⽅式で運⽤を⾏います。

 「マネープール・ファンド」は、円建ての短期公社債等を実質的な投資対象とし、安定した収益の確保を図ることを⽬的として運⽤
を⾏います。

2.投資対象は取得時において投資適格（BBB格）相当以上を有するものとします。
 外国投資信託が投資対象とするハイブリッド証券等は、取得時において、ムーディーズ社、S&P社、フィッチ社（2022年9⽉末時

点）のいずれかより投資適格相当以上の格付けを取得しているハイブリッド証券等に限ります。
※取得後に格付けが投資適格相当未満に下がった場合においても、個別銘柄分析等による投資判断に基づいて当該銘柄の保

有を継続する場合があります。

3. 「東京海上Rogge世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）」は、投資対象とする外国投資信託における為
替取引⼿法の異なる8本のコースおよび「マネープール・ファンド」から構成されます。

 「円コース（毎⽉分配型）」においては、投資対象である外国投資信託の組⼊資産について、原則として対⽇本円での為替ヘッ
ジを⾏います。ただし、為替変動リスクを完全に排除できるものではありません。

 「円コース（毎⽉分配型）」以外の各コースにおいては、投資対象である外国投資信託の組⼊資産について、原則として当該通
貨での為替取引を⾏います。（例えば「豪ドルコース（毎⽉分配型）」においては、「原資産通貨売り／豪ドル買い」等。）

 「資源国通貨バスケットコース（毎⽉分配型）」においては、豪ドル、ブラジル・レアル、南アフリカ・ランドで概ね3分の1ずつ為替取
引を⾏います。

 「円コース（毎⽉分配型）」の対⽇本円での為替ヘッジおよび「円コース（毎⽉分配型）」以外の各コースの当該通貨での為替
取引は外国投資信託において⾏います。

 各コース間および各コースと「マネープール・ファンド」間でスイッチングが可能です。

4.ハイブリッド証券等の実質的な運⽤は
「Allianz Global Investors GmbH」※（アリアンツGI社）が⾏います。

※当局の承認後、移⾏期間を経て、現在の運⽤拠点である「Allianz Global Investors GmbH」のUK Branch が「Allianz Global 
Investors UK Ltd」となります。「Allianz Global Investors UK Ltd」となるタイミングで、「Allianz Global Investors GmbH」から
「Allianz Global Investors UK Ltd」に変更する予定です。当該変更により、ファンドの投資哲学、投資プロセス等に変更ありません。

 外国投資信託におけるハイブリッド証券等の運⽤の指図（⽶ドル以外の通貨建資産の対⽶ドルでの為替取引を含みます。）は
「アリアンツGI社」が⾏います。

 外国投資信託における各クラスの対⽇本円での為替ヘッジおよび⽇本円を除く当該通貨での為替取引は、「東京海上アセットマ
ネジメント」が⾏います。

資⾦動向および市況動向等によっては､上記のような運⽤ができない場合があります｡

<当資料で使⽤している指数>
期限付劣後債:ブルームバーグ・グローバル優先証券（Lower Tier 2）インデックス、永久劣後債:ブルームバーグ・グローバル優先証券（Upper Tier 2）インデッ
クス、優先出資証:ブルームバーグ・グローバル優先証券（Tier 1）インデックス
※ハイブリッド証券の定義はブルームバーグ・インデックスの定義によります。
※上記ハイブリッド証券のインデックスには、⾦融機関以外の事業会社が発⾏するハイブリッド証券が含まれる場合があります。
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収益分配⾦に関する留意事項
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通貨選択型の投資信託の収益のイメージ
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基準価額の変動要因 詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

次ページに続く
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次ページに続く
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ファンドの費⽤・税⾦ 詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

次ページに続く
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【当資料のお取り扱いにおけるご注意】
 当資料は、東京海上アセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰資料ではありません。

お申込みに当たっては必ず投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧の上、ご⾃⾝でご判断ください。投資信託説明書
（交付⽬論⾒書）は販売会社までご請求ください。

 当資料の内容は作成⽇時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
 当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。当

資料に掲載された図表等の内容は、将来の運⽤成果や市場環境の変動等を⽰唆・保証するものではありません。
 投資信託は、値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります）に投資しますの

で、基準価額は変動します。したがって、元本が保証されているものではありません。
 投資信託は⾦融機関の預⾦とは異なり元本が保証されているものではありません。委託会社の運⽤指図によって信託財産

に⽣じた利益および損失は、全て投資家に帰属します。
 投資信託は、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はありません。
 投資信託は、預⾦および保険契約ではありません。また、預⾦保険や保険契約者保護機構の対象ではありません。

商 号 等 ︓ 東京海上アセットマネジメント株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第361号

加⼊協会 ︓ ⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会
⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会

https://www.tokiomarineam.co.jp
サービスデスク 0120-712-016 ※営業⽇の9時〜17時

■委託会社

■販売会社

10


